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４月分の電力需給実績について 
 

 

１．電力需要について（表－1参照） 
４月分の販売電力量は、６１億２００万ｋＷｈ、対前年比９６．６％の実績とな

りました。３月下旬の気温が前年に比べ低かったことによる暖房需要の増加などが

あるものの、検針期間が短かったことや節電への取り組みなどから、前年実績を 

下回りました。 

用途別の実績については、以下のとおりです。 

 

○電灯 
電灯は、３月下旬の気温が前年に比べ低かったことによる暖房需要の増加 

などがあるものの、検針期間が短かったことや節電への取り組みなどから、  

対前年比９７．６％と前年実績を下回りました。 

 

○電力 
電力は、一部での生産減少や契約電力の減少などから、対前年比９6．1％と

前年実績を下回りました。 

 

 

（表－１） 

（単位：百万ｋＷｈ，％） 

区  分 

当 月 

実 績 

（Ａ） 

前 年 

実 績 

（Ｂ） 

前 年 比 

 

（Ａ/Ｂ） 

電  灯 2,087 2,137 97.6 

電  力 4,015 4,178 96.1 

販売電力量計 6,102 6,315 96.6 

※個々の数値の合計と合計欄の数値は、四捨五入の関係で一致しない場合があります。 

  

【東北電力情報 Ｎｏ．１４】 



２．供給力について（表－２参照） 
４月の発受電電力量の合計は、６２億５，２００万ｋＷｈ、対前年比９８．０％

の実績となりました。４月上旬の気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房

需要の減少などにより、２カ月連続で前年実績を下回りました。 

 

（自社水力） 

出水率８６．４％の渇水となり、前年出水率を２７．１％下回ったことなどから、

発電量は前年を８，９００万ｋＷｈ下回る８億７，９００万ｋＷｈとなりました。 

 

（自社火力） 

運転状況の違いなどから、発電量は前年を５億２，１００万ｋＷｈ上回る     

４２億５，７００万ｋＷｈとなりました。 

 

（自社原子力） 

定期検査により、女川原子力発電所の全号機と東通原子力発電所１号機が運転を  

停止していることから、発電量はありませんでした。 

 

（自社新エネルギー等） 

  地熱発電所の運転状況の違いなどから、発電量は前年を１００万ｋＷｈ下回る    

８，１００万ｋＷｈとなりました。 

 

（他社受電） 

他社火力の運転状況の違いなどから、他社受電合計では、前年を２億３，９００

万ｋＷｈ下回る１６億５，６００万ｋＷｈとなりました。 

 

  



（表－２） 

（単位：百万ｋＷｈ，％） 

区   分 

当  月 前  年 
前 年 差 前 年 比 

実  績 実  績 

（A） （B） （A-B） （A/B） 

  水 
自 流 式 826  909 -83 90.9  

自 
  貯・揚水式 53  59 -6  88.7  

  
力 

計 879  968 -89  90.7  

  
火     力 4,257  3,736 521  114.0  

社 
原 子 力 0  0 0  - 

  新エネルギー

等 
81  82 -1  99.3  

  
合     計 5,217  4,786 431  109.0  

他 社 受 電 1,656※  1,895 -239※  87.4※  

融         通 -612※  -289 -323※  211.9※  

揚水用動力 -9  -10 1  91.2  

発受電合計 6,252※  6,382 -130※  98.0※  

出   水   率 86.４  113.５ -27.1  - 

※新電力に対するインバランスなど未確定値を含みます。 

以上 

 

（別紙）「電力需給実績」の内容の一部変更について 

 


